
紹
　
介

上
島
有
編
著

『
東
寺
文
書
聚
英
』

　
本
書
は
、
東
寺
銭
蔵
の
古
文
書
の
中
で
も
、
特

に
重
要
な
文
書
と
し
て
別
置
さ
れ
、
現
在
も
東
寺

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
「
東
寺
文
書
」
に
つ
い
て
、

ほ
ぼ
全
文
書
に
わ
た
る
写
真
を
載
せ
、
こ
れ
に
詳

細
な
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
編
者
の
上
島

氏
は
、
長
年
京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
お
い
て
、

「
東
み
守
百
合
文
書
」
の
整
理
事
業
に
取
り
組
ま
れ
、

そ
の
成
果
を
同
資
料
館
編
『
（
正
・
続
・
続
々
）
図

録
東
寺
百
合
文
書
』
等
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
き

た
。
本
書
は
、
．
こ
う
し
た
属
の
御
仕
事
の
延
長
上

に
あ
り
、
ま
た
そ
の
一
つ
の
完
結
を
な
す
も
の
と

言
え
る
。

　
本
書
は
図
版
編
と
解
説
編
の
二
分
冊
よ
り
成
る
。

図
版
編
で
は
、
現
存
す
る
「
東
寺
文
書
」
の
う
ち
、

一
部
の
案
文
等
を
除
き
、
若
干
の
新
史
料
を
加
え

た
五
〇
六
通
の
文
書
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
。

写
真
は
精
巧
で
十
分
な
大
き
さ
が
あ
り
、
古
文
書

学
研
究
の
資
料
と
な
る
事
を
意
図
し
て
い
る
。
新

史
料
と
し
て
は
、
第
一
に
、
近
年
東
寺
の
収
蔵
庫

か
ら
発
見
さ
れ
た
十
二
通
の
文
書
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
中
で
も
鋳
物
師
関
係
の
論
旨
の
確
か
な
正

文
で
は
最
も
古
い
部
類
に
属
す
る
、
癒
永
二
〇

（一

l
＝
二
）
年
の
電
光
天
皇
論
旨
や
、
抄
出
の

形
で
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
天
喜
三
（
一
〇

五
三
）
年
の
「
大
和
国
弘
野
卑
検
田
丸
帳
」
は
特

に
注
目
さ
れ
る
。
第
二
に
、
近
年
京
都
府
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
た
東
寺
観
智
墨
金
剛
蔵
聖
教
調
査
の

成
果
の
中
か
ら
、
十
二
通
の
文
書
を
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
中
に
は
、
文
永
九
（
一
二
七
二
）
年

の
十
八
口
供
僧
連
署
置
文
案
や
、
貞
和
五
（
二
二

四
九
）
年
の
根
本
廿
一
口
供
僧
置
文
と
い
う
、
中

世
東
寺
に
と
っ
て
の
根
本
的
な
史
料
が
含
ま
れ
て

い
る
。

　
解
説
編
は
「
総
説
」
と
「
各
個
解
説
」
に
分
か

れ
、
「
総
説
」
で
は
東
寺
旧
蔵
の
古
文
書
の
中
で
の

「
東
寺
文
書
」
の
位
置
づ
け
が
解
説
さ
れ
る
。
こ

こ
で
は
明
治
二
〇
年
に
作
ら
れ
た
『
東
寺
古
文
書

目
録
』
、
及
び
そ
の
後
の
調
査
・
整
理
の
記
録
と

「
東
寺
文
書
」
の
現
状
と
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
、

当
文
書
の
伝
来
状
態
の
変
遷
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

更
に
、
新
た
に
紹
介
さ
れ
た
史
料
の
位
置
づ
け
も

含
め
て
、
東
寺
旧
蔵
文
書
全
体
の
構
成
が
簡
潔
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
各
個
解
説
」
で
は
、
編
者
の
も
と
で
「
東
寺

百
合
文
書
」
の
整
理
に
携
っ
て
き
た
執
筆
者
も
加

わ
り
、
各
文
書
に
つ
い
て
、
東
寺
の
歴
史
の
中
で

の
そ
の
文
書
の
位
置
づ
け
と
古
文
書
学
上
の
意
義

と
を
焦
点
に
、
長
文
の
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
編
者
ら
の
長
年
の
笠
寺
旧
蔵
文
書

研
究
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
、
内
容
は

多
岐
に
わ
た
る
が
、
特
に
南
北
朝
～
室
町
期
の
古

文
書
学
の
再
構
成
に
多
様
な
問
題
を
提
起
し
て
い

る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
「
東
寺
百
合
文
書
」
等

に
収
め
ら
れ
て
い
る
関
連
文
書
に
つ
い
て
の
言
及

も
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
膨
大
な
他
の
東
寺
旧
蔵

文
書
を
使
用
す
る
導
入
部
と
も
な
り
得
る
で
あ
ろ

う
。
巻
末
に
は
文
書
の
釈
文
（
一
部
を
除
く
）
と

編
年
索
引
、
署
名
・
署
判
索
引
、
文
書
索
引
を
付

す
。　
以
上
、
概
略
を
紹
介
し
た
が
、
菓
寺
旧
蔵
の
古

文
書
の
中
で
は
、
原
本
に
あ
た
る
事
が
特
に
困
難

な
「
東
寺
文
書
」
に
つ
い
て
、
古
文
書
学
的
検
討

に
耐
え
る
史
料
集
が
出
版
さ
れ
た
意
義
は
き
わ
め

て
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
本

書
で
は
「
東
寺
文
書
」
の
う
ち
、
境
在
原
本
が
確

認
で
き
る
文
書
を
掲
載
し
、
他
出
し
て
影
写
本
の

み
に
見
え
る
文
雷
に
つ
い
て
は
取
扱
っ
て
い
な
い

事
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
本
書
は
、

原
本
を
紹
介
す
る
書
と
し
て
、
図
版
・
解
説
の
質
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介紹

・
量
と
も
に
一
つ
の
理
想
を
実
現
し
て
お
り
、
「
東

寺
文
書
」
の
利
用
の
将
来
に
わ
た
る
基
準
と
な
る

事
は
間
違
い
な
い
。

　
　
　
（
B
4
判
　
図
版
篇
＝
瓢
二
二
頁
　
カ
ラ
ー
図

　
　
　
三
章
占
…
・
モ
ノ
ク
ロ
図
版
穴
〇
四
占
噛
　
解
説

　
　
　
編
二
七
四
頁
　
同
朋
舎
出
版
　
　
一
九
八
六
年

　
　
　
一
〇
月
　
四
八
○
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
伊
瓦
葺
［
　
京
郊
大
学
大
学
院
生
）

川
北
　
平
編

『
「
非
労
働
時
間
」
の
生
活
史

　
i
英
国
風
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル

　
の
誕
生
1
』

　
近
年
、
対
日
貿
易
不
均
衡
と
の
関
連
で
、
日
本

人
の
「
働
き
過
ぎ
」
に
対
す
る
批
判
が
頓
に
高
ま

り
っ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
批
判
の
先
鋒
に
立
つ
西

欧
諸
国
に
お
い
て
も
、
余
畷
の
成
立
と
そ
の
社
会

的
承
認
は
工
業
化
以
降
の
経
験
に
す
ぎ
ず
、
ま
た

そ
の
展
開
は
、
現
代
的
な
「
レ
ジ
ャ
ー
」
と
い
う

語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
包
み
切
れ
ぬ
諸
々
の
歴
史

的
局
面
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
論
集
は
英

国
に
お
け
る
余
暇
活
動
の
成
立
と
そ
の
歴
史
的
展

開
を
論
じ
た
、
イ
ギ
リ
ス
都
市
生
活
史
研
究
会
に

よ
る
『
路
地
裏
の
大
英
帝
国
』
に
次
ぐ
研
究
の
成

果
で
あ
る
。
以
下
、
本
書
の
順
に
し
た
が
っ
て
紹

介
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
第
一
部
「
『
非
労
働
時
間
』
の
成
立
」
に
は
、
エ

業
化
以
前
の
「
非
労
働
時
間
」
の
在
り
方
を
論
じ

た
二
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
川
島
論
文
門
暦

の
な
か
の
娯
楽
」
で
は
、
工
業
化
前
の
農
村
的
社

会
に
お
け
る
民
衆
娯
楽
の
機
能
及
び
そ
の
変
容
と

が
、
上
位
階
層
の
民
衆
娯
楽
観
と
の
兼
ね
あ
い
で

論
じ
ら
れ
る
。
十
七
世
紀
の
ピ
ュ
…
リ
タ
ソ
の
嫌

悪
と
攻
撃
と
を
民
衆
の
伝
統
的
（
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

達
の
目
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
的
、
あ
る
い
は
異
教
的

と
映
っ
た
）
娯
楽
は
生
き
の
び
た
。
そ
れ
は
、
こ

う
し
た
娯
楽
・
儀
式
が
農
村
の
生
活
リ
ズ
ム
・
労

働
と
分
か
ち
難
く
結
び
つ
き
、
ま
た
農
村
社
会
の

縦
横
の
緊
密
な
人
問
関
係
の
確
認
と
再
生
産
と
い

う
不
可
欠
の
機
能
を
有
し
て
い
た
が
ゆ
え
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
十
八
・
九
世
紀
の
、
農
村
社
会
へ

の
市
場
原
理
の
浸
透
と
共
同
体
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、

こ
う
し
た
伝
統
的
娯
楽
は
そ
の
存
在
意
義
を
喪
失

す
る
に
至
る
。
こ
れ
に
追
い
う
ち
を
か
け
た
の
が
、

十
九
世
紀
版
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
も
言
う
べ
き

「
合
理
的
娯
楽
」
の
運
動
で
あ
る
。
中
流
階
級
に

よ
る
、
こ
の
新
た
な
「
都
市
の
農
村
へ
の
戦
争
し

を
通
じ
て
、
民
衆
の
共
同
体
的
娯
楽
へ
の
固
執
は
、

欄
人
の
道
徳
的
怠
惰
へ
と
読
み
か
え
ら
れ
、
同
時

に
労
働
時
間
と
「
非
労
働
時
間
」
と
の
分
離
が
試

み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
様
に
、
前
工
業
化
社
会
に
お
い
て
は
、

労
働
と
娯
楽
は
分
か
ち
難
く
結
び
つ
き
、
明
確
な

形
で
の
「
非
労
働
時
間
」
は
成
立
し
て
い
な
か
っ

た
。
あ
ま
っ
さ
え
、
工
業
化
以
前
に
は
民
衆
の
娯

楽
活
動
そ
の
も
の
が
批
難
の
対
象
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
前
工
業
化
時
代
に
も
弱
確
な
か
た

ち
で
「
非
労
働
蒔
間
」
を
有
す
る
人
々
が
少
数
な

が
ら
存
在
し
た
。
川
北
論
文
「
時
は
『
カ
ネ
』
か

敵
か
　
前
工
業
化
都
市
の
『
非
労
働
時
間
』
」
は
支

配
階
級
の
壮
大
な
社
交
場
と
し
て
の
ロ
ソ
ド
ソ
の

在
り
様
に
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ェ
ン

ト
ル
マ
ン
階
層
こ
そ
が
、
工
業
化
以
前
に
明
確
な

「
非
労
働
時
間
」
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ

れ
は
強
烈
な
自
己
顕
示
欲
に
支
え
ら
れ
た
社
交
と

い
う
形
で
展
開
さ
れ
る
。
こ
れ
が
十
六
一
七
世
紀

の
交
の
「
ロ
ソ
ド
ソ
社
交
季
節
」
の
成
立
で
あ
り
、

こ
う
し
た
密
事
的
消
費
の
慣
習
は
上
流
帯
民
へ
と

広
が
っ
て
行
く
。
し
か
し
、
上
流
市
民
に
と
っ
て

は
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
が
、
下
層
民
衆
に
と
っ
て
は

飲
み
屋
が
そ
の
社
交
場
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で

工
業
化
以
前
に
は
、
「
非
労
働
時
闇
」
に
こ
そ
階
層

ご
と
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
契
機
が
あ
っ

た
。
ロ
ン
ド
ン
等
の
都
市
と
農
村
的
地
方
と
の
対

照
を
更
に
際
立
た
せ
た
の
は
、
十
八
世
紀
に
お
け

173 （679）


